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熊本地震におけるデジタル・ネットワーキングの展開

熊
本
地
震
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
展
開

干　
　

川　
　

剛　
　

史

は
じ
め
に

一　
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
」
の
概
要

二　

情
報
通
信
及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
の
状
況

三　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
Wi-
Fi
ル
ー
タ
ー
貸
与
等
の
情
報
通
信
基
盤
提
供
活
動

四　

被
災
自
治
体
に
対
す
る
臨
時
災
害
放
送
局
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
支
援
活
動

五　
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
に
よ
る
分
析
・
考
察
と
今
後
の
課
題

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
に
発
生
し
た
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
」
に
お
い
て
、
筆
者
が
被
災
地
内
外
で
様
々
な

人
々
や
団
体
の
協
力
の
下
に
展
開
し
た
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
連
携
活
動
）
の
実
態
と
課
題
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
。
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そ
こ
で
ま
ず
、
一　

熊
本
地
震
の
概
要
と
、
二　

情
報
通
信
及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
把
握

し
た
上
で
、
三　

筆
者
が
㈱
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
協
力
を
得
て
実
施
し
た
、
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
Wi-

Fi

ル
ー
タ
ー
や
携
帯
電
話
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
貸
与
等
の
情
報
通
信
基
盤
提
供
支
援
活
動
の
位
置
づ
け
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ

る
。

　

次
に
、
四　

総
務
省
か
ら
「
臨
時
災
害
放
送
局
」
の
許
可
を
得
て
住
民
向
け
に
放
送
を
行
っ
て
い
る
熊
本
県
内
の
被
災
自
治
体
の

一
つ
で
あ
る
御
船
町
に
対
し
て
、「
国
立
研
究
開
発
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
」
の
研
究
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
た
放
送

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
支
援
に
つ
い
て
そ
の
経
過
と
今
後
の
方
向
を
示
す
。

　

そ
し
て
、
最
後
に
、
五　

筆
者
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
論
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
」
を
も
と
に
独
自
に
構
築
し
た
「
デ

ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
を
用
い
て
、
こ
れ
ら
の
支
援
活
動
を
対
象
に
し
て
分
析
・
考
察
を
行
い
、

復
興
に
向
け
て
の
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
」
の
概
要

　

内
閣
府
の
「
平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
年
）
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
平
成
二
八

年
六
月
一
六
日
一
七
時
一
五
分
現
在　

非
常
災
害
対
策
本
部
）
に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
一
四
日
と
一
六
日
に
発
生
し
た
二
回
の
地
震
の

概
要
や
被
害
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（（
（

。

　

１　

地
震
の
概
要

　
⑴
　
四
月
一
四
日
二
一
時
二
六
分
に
発
生
し
た
地
震
（
図
１
）
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ア　

発
生
日
時
・
平
成
二
八
年
四
月
一
四
日
二
一
：
二
六
頃

　

イ　

震
源
地
（
震
源
の
深
さ
）
及
び
地
震
の
規
模

　

・
場
所
：
熊
本
県
熊
本
地
方
（
北
緯
三
二
度
四
四
・
五
分
、
東
経
一
三
〇
度

四
八
・
五
分
）、
深
さ
約
一
一
㎞
（
暫
定
値
）

　

・
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
（
暫
定
値
）

　

ウ　

各
地
の
震
度
（
震
度
５
弱
以
上
）

　

震
度
７　

熊
本
県
熊
本
（
益
城
町
宮
園
）

　

震
度
６
弱　

熊
本
市
東
区
佐
土
原
、
熊
本
市
西
区
春
日
、
熊
本
市
南
区
城

南
町
、
熊
本
市
南
区
富
合
町
、
玉
名
市
天
水
町
、
宇
城
市
松
橋
町
、
宇
城
市

不
知
火
町
、
宇
城
市
小
川
町
、
宇
城
市
豊
野
町
、
西
原
村
小
森

　

震
度
５
強　

玉
名
市
横
島
町
、
熊
本
市
中
央
区
大
江
、
熊
本
市
北
区
植
木

町
、
菊
池
市
旭
志
、
宇
土
市
浦
田
町
、
合
志
市
竹
迫
、
美
里
町
永
富
、
美
里

町
馬
場
、
大
津
町
大
津
、
菊
陽
町
久
保
田
、
御
船
町
御
船
、
山
都
町
下
馬
尾
、

氷
川
町
島
地

　

震
度
５
弱　

熊
本
県
阿
蘇
、
熊
本
県
天
草
・
芦
北
、
宮
崎
県
北
部
山
沿
い

　

エ　

津
波

　

・
こ
の
地
震
に
よ
る
津
波
の
お
そ
れ
は
な
し 

　
⑵
　
四
月
一
六
日
一
時
二
五
分
に
発
生
し
た
地
震
（
図
２
）

×震央　 7 震度７　6+震度６強　6－震度６弱　5+震度５強　5－震度５弱
　　　　 4 震度４　 3 震度３　　 2 震度２　　 1 震度１

図１　気象庁「震度データベース検索 （地震別検索結果）」

（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/Event.php?ID=9901283　2016年 7月 4日閲覧）
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ア　

発
生
日
時

　

・
平
成
二
八
年
四
月
十
六
日
一
時
二
五
分
頃

　

イ　

震
源
地
（
震
源
の
深
さ
）
及
び
地
震
の
規
模

　

・
場
所
：
熊
本
県
熊
本
地
方
（
北
緯
三
二
度
四
五
・
二
分
、
東
経
一
三
〇
度
四

五
・
七
分
）、
深
さ
約
一
二
㎞
（
暫
定
値
）

　

・
規
模
：
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
（
暫
定
値
）

　

ウ　

各
地
の
震
度
（
震
度
５
弱
以
上
）

　

震
度
７　

熊
本
県
： 

益
城
町
、
西
原
村

　

震
度
６
強　

熊
本
県
： 

南
阿
蘇
村
、
熊
本
市
中
央
区
、
熊
本
市
東
区
、
熊

本
市
西
区
、
菊
池
市
、
宇
城
市
、
合
志
市
、
大
津
町
、
宇
土
市
、
嘉
島
町

　

震
度
６
弱　

熊
本
県
： 

阿
蘇
市
、
熊
本
市
南
区
、
熊
本
市
北
区
、
八
代
市
、

玉
名
市
、
菊
陽
町
、
御
船
町
、
美
里
町
、
山
都
町
、
氷
川
町
、
和
水
町
、
上
天

草
市
、
天
草
市

　
　

大
分
県
： 

別
府
市
、
由
布
市

　

震
度
５
強　

福
岡
県
： 

久
留
米
市
、
柳
川
市
、
大
川
市
、
み
や
ま
市

　
　

佐
賀
県
： 
佐
賀
市
、
上
峰
町
、
神
埼
市

　
　

長
崎
県
： 
南
島
原
市

熊
本
県
：
南
小
国
町
、
小
国
町
、
産
山
村
、
高
森
町
、
山
鹿
市
、
玉
東
町
、

長
洲
町
、
甲
佐
町
（「
佐
」
が
欠
落
：
気
象
庁
発
表
資
料
に
基
づ
き
筆
者
が
補

×震央　 7 震度７　6+震度６強　6－震度６弱　5+震度５強　5－震度５弱

図２　気象庁「震度データベース検索 （地震別検索結果）」

（http://www.data.jma.go.jp/svd/eqdb/data/shindo/Event.php?ID=9901415　2016年 7月 4日閲覧）
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足
）、
芦
北
町

　
　

大
分
県
： 

豊
後
大
野
市
、
日
田
市
、
竹
田
市
、
九
重
町 

　
　

宮
崎
県
： 

椎
葉
村
、
高
千
穂
町
、
美
郷
町

　

震
度
５
弱　

愛
媛
県
： 

八
幡
浜
市

　
　

福
岡
県
： 
福
岡
市
南
区
、
遠
賀
町
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
小
郡
市
、
大
木
町
、
広
川
町
、 

筑
前
町  

　
　

佐
賀
県
： 

白
石
町
、
み
や
き
町
、
小
城
市

　
　

長
崎
県
： 

諫
早
市
、
島
原
市
、
雲
仙
市

　
　

熊
本
県
： 

荒
尾
市
、
南
関
町
、
人
吉
市
、
あ
さ
ぎ
り
町
、
山
江
村
、
水
俣
市
、
津
奈
木
町

　
　

大
分
県
： 

大
分
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見
市
、
佐
伯
市
、
玖
珠
町

　
　

宮
崎
県
： 

延
岡
市

　
　

鹿
児
島
県
： 

長
島
町

　

エ　

津
波

　

・
津
波
注
意
報
発
表
四
月
一
六
日
一
時
二
七
分

　

・
津
波
注
意
報
解
除
四
月
一
六
日
二
時
一
四
分

　

ち
な
み
に
、
図
１
と
図
２
を
比
較
す
る
と
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
・
５
の
四
月
一
四
日

発
生
の
地
震
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
３
の
四
月
一
六
日
発
生
の
地
震
と
で
は
、
深
さ
は

同
程
度
で
あ
る
が
、
後
者
の
地
震
で
は
、
地
震
の
規
模
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
）
が
大
き
い
た
め

に
、
震
度
５
弱
以
上
の
地
域
が
広
範
囲
に
及
ん
で
い
る
の
が
わ
か
る
。

（人）
県　名 死亡 重傷 軽傷
福岡県 0 1 17
佐賀県 0 4 9
熊本県 49 335 1,263
大分県 0 4 24
宮崎県 0 3 5
合計 49 347 1,318

表１　平成 28 年熊本地震による人的被害

（内閣府　防災情報のページ「平成 28 年（2016 年）
熊本県熊本地方を震源とする地震に係る被害状況等に
ついて」６月 16 日現在、３頁）
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２　

人
的
・
物
的
被
害
の
状
況

　
⑴
　
人
的
被
害
（
四
月
一
四
日
か
ら
の
累
計
）（
消
防

庁
六
月
一
六
日
一
四
：
〇
〇
現
在
、
熊
本
県
六
月
一
六
日

一
三
：
三
〇
現
在
）（
表
１
）

　

※
こ
の
ほ
か
、
震
災
後
に
お
け
る
災
害
に
よ
る
負
傷

の
悪
化
ま
た
は
身
体
的
負
担
に
よ
る
疾
病
に
よ
り
死
亡

し
た
と
思
わ
れ
る
死
者
数
（
正
式
に
は
市
町
村
に
設
置

さ
れ
る
審
査
会
を
経
て
決
定
）
二
〇
人
（
熊
本
県
）

　

※
こ
の
ほ
か
、
程
度
分
類
未
確
定
な
負
傷
者
が
一
四

〇
人
（
熊
本
県
）  

　

ち
な
み
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災

で
の
都
道
府
県
別
の
人
的
被
害
は
、
表
２
・
表
３
の
通
り
で
あ
る
。

　
⑵
　
建
物
被
害
（
消
防
庁
情
報
：
六
月
一
六
日
一
四
：
〇
〇
現
在
、
熊
本
県
六
月
一
六
日
一
三
：
三
〇
現
在
）（
表
４
）

　

※
こ
の
ほ
か
、
分
類
未
確
定
分
の
住
家
被
害
数
二
七
二
六
棟

　

ち
な
み
に
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
と
東
日
本
大
震
災
で
の
都
道
府
県
別
の
建
物
被
害
は
、
表
５
・
表
６
の
通
り
で
あ
る
。

（単位：人）
府県名 死者 行方不明者 負傷者
兵庫県 6,400 3 40,092
大阪府 31 3,589
京都府 1 49
徳島県 21
奈良県 12
滋賀県 9

和歌山県 7
香川県 7
岐阜県 2
三重県 1
高知県 1
鳥取県 1
岡山県 1

計 6,432 3 43,792
（消防庁調べ　平成 12 年 1 月 11 日現在）

表２　�阪神・淡路大震災における府県別死者・
行方不明者・負傷者の状況

（内閣府　防災情報のページ「第 1 章　阪神・淡路大震災
の概要と被害状況」５頁「表 1-2-2 府県別死者・行方不明
者・ 負 傷 者 の 状 況 」（http://www.bousai.go.jp/kyoiku/
kyokun/pdf/101.pdf　2016 年 7 月 4 日閲覧））
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（単位：人）
都道府県名 死者 行方不明者 負傷者

北海道 1 3
青森県 3 1 109
岩手県 4,671 1,222 200
宮城県 9,517 1,581 4,136
秋田県 12
山形県 2 29
福島県 1,605 214 182
茨城県 24 1 709
栃木県 4 134
群馬県 1 38
埼玉県 42
千葉県 20 2 251
東京都 7 117

神奈川県 4 134
新潟県 3
山梨県 2
長野県 1
静岡県 3
三重県 1
高知県 1
合　計 15,859 3,021 6,107

表３　東日本大震災における都道府県別人的被害

（内閣府　防災情報のページ『平成 24 年版防災白書』４頁「図表 1-1-1　東日本大震災における都
道府県別の人的被害」（http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/pdf/H24_honbun_1-4bu.pdf　
2016 年 7 月 4 日閲覧））

※未確認情報を含む。
※４月７日に発生した宮城県沖を震源とする地震、４月 11 日に発生した福島県浜通りを震源とす

る地震、４月 12 日に発生した福島県浜通りを震源とする地震、５月 22 日に発生した千葉県北東
部を震源とする地震、７月 25 日に発生した福島県沖を震源とする地震、７月 31 日に発生した福
島県沖を震源とする地震、８月 12 日に発生した福島県沖を震源とする地震、８月 19 日に発生し
た福島県沖を震源とする地震、９月 10 日に発生した茨城県北部を震源とする地震、10 月 10 日
に発生した福島県沖を震源とする地震、11 月 20 日に発生した茨城県北部を震源とする地震、平
成 24 年２月 19 日に発生した茨城県北部を震源とする地震及び３月１日に発生した茨城県沖を震
源とする地震の被害を含む。

出典：警視庁「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の被害状況と警察措置」（平成 24 年５
月 30 日）に基づき内閣府作成
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都道府県名
住宅被害 非住家被害

火災（件）全壊（棟） 半壊（棟） 一部破損
（棟）

公共住宅
（棟）

その他（棟）

山口県 3
福岡県 1 230 1
佐賀県 1 2
長崎県 1
熊本県 7,693 22,982 109,892 243 1,212 16
大分県 3 109 3,281 23
宮崎県 2 20
合　計 7,696 23,094 113,428 243 1,238 16

表４　平成 28 年熊本地震による建物被害

（内閣府「平成 28 年（2016 年）熊本県熊本地方を震源とする地震に係る被害状況等について」６
月 16 日現在、３頁）

（単位：棟）
府県名 全壊 全焼 半壊 半焼 計
兵庫県 104,004 6,147 136,950 64 247,165
大阪府 895 1 7,232 5 8,133
京都府 3 6 9
徳島県 4 84 88

計 104,906 6,148 144,272 69 255,395
（消防庁調べ　平成 12 年１月 11 日現在）

（内閣府　防災情報のページ「第 1 章　阪神・淡路大震災の概要と被害状況」７頁「表 1-2-5 府県
別住家被害の状況」（http://www.bousai.go.jp/kyoiku/kyokun/pdf/101.pdf　2016 年 7 月 4 日閲
覧））

表５　阪神・淡路大震災における府県別住家被害の状況
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表６　東日本大震災における都道府県別の住家被害

（内閣府　防災情報のページ『平成 24 年版防災白書』４頁「図表 1-1-2　東日本大震災における都
道府県別の住宅被害」（http://www.bousai.go.jp/kaigirep/hakusho/pdf/H24_honbun_1-4bu.pdf　
2016 年 7 月 4 日閲覧））

※未確認情報を含む。
※４月７日に発生した宮城県沖を震源とする地震、４月 11 日に発生した福島県浜通りを震源とす

る地震、４月 12 日に発生した福島県浜通りを震源とする地震、５月 22 日に発生した千葉県北東
部を震源とする地震、７月 25 日に発生した福島県沖を震源とする地震、７月 31 日に発生した福
島県沖を震源とする地震、８月 12 日に発生した福島県沖を震源とする地震、８月 19 日に発生し
た福島県沖を震源とする地震、９月 10 日に発生した茨城県北部を震源とする地震、10 月 10 日
に発生した福島県沖を震源とする地震、11 月 20 日に発生した茨城県北部を震源とする地震、平
成 24 年２月 19 日に発生した茨城県北部を震源とする地震及び３月１日に発生した茨城県沖を震
源とする地震の被害を含む。

出典：警視庁「平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の被害状況と警察措置」（平成 24 年５
月 30 日）に基づき内閣府作成

（単位：棟）
都道府県名 全壊 半壊 一部破損

北海道 4 7
青森県 306 701 835
岩手県 20,189 4,688 8,219
宮城県 84,940 147,613 217,875
秋田県 3
山形県 37 80
福島県 20,607 68,473 155,607
茨城県 2,738 24,506 182,540
栃木県 260 2,103 70,479
群馬県 7 17,246
埼玉県 24 194 1,800
千葉県 798 9,985 51,439
東京都 15 198 4,847

神奈川県 39 445
新潟県 17
山梨県 4
静岡県 13
合計 129,914 258,591 711,376



350

法学研究 90 巻 1 号（2017：1）

二　

情
報
通
信
及
び
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
の
状
況

　

１　

情
報
通
信
の
状
況

　

四
月
一
四
日
に
発
生
し
た
一
回
目
の
地
震
（
前
震
）
に
よ
る
情
報
通
信
の
被
害
に
つ
い
て
は
、「
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す

る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
第
一
報
）（
平
成
二
八
年
四
月
一
五
日
一
〇
時
〇
〇
分
現
在　

非
常
災
害
対
策
本
部
）
に
よ
れ

ば
、
表
７
の
よ
う
に
、
固
定
電
話
に
つ
い
て
は
被
害
が
な
く
、
携
帯
電
話
等
に
つ
い
て
は
、
停
波
等
の
被
害
が
出
て
い
た（（
（

。

　

そ
し
て
、
四
月
一
六
日
に
発
生
し
た
二
回
目
の
地
震
（
本
震
）
に
よ
る
情
報
通
信
の
被
害
に
つ
い
て
は
、「
熊
本
県
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
第
六
報
）（
平
成
二
八
年
四
月
一
九
日
七
時
四
五
分
現
在　

非
常
災
害
対
策
本
部
）

に
よ
れ
ば
、
表
８
の
よ
う
に
、
固
定
電
話
に
つ
い
て
は
、「
固
定
電
話
：
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本 

三
〇
〇
回
線
不
通　

※
土
砂
崩
れ
の
影
響

に
よ
り
立
ち
入
り
が
難
航
、
復
旧
が
長
期
化
。
こ
の
他
、
停
電
・
伝
送
路
断
等
に
よ
り
各
戸
で
利
用
で
き
な
い
回
線
が
存
在
」
と
記

載
さ
れ
て
お
り
、
携
帯
電
話
等
に
つ
い
て
は
、「
停
波
基
地
局
数
合
計
一
五
七
局
（
四
／
一
八
（
月
）
一
八
時
点
か
ら
一
七
局
減
）。

（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
及
び
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、
全
て
の
市
町
村
役
場
を
カ
バ
ー
）」
ま
た
、「
Ｐ
Ｈ
Ｓ
：
停
波
基
地
局
数
合
計
六
二
局
（
四
／
一
八

（
月
）
一
八
時
点
か
ら
一
局
減
）」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（（
（

。
 　

ち
な
み
に
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
の
「
熊
本
地
震
に
関
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
「［
第
16
報
］
阿
蘇
付
近
の
地
震

に
伴
う
通
信
サ
ー
ビ
ス
影
響
及
び
各
種
支
援
に
つ
い
て
」
よ
れ
ば
、「
加
入
電
話
・
Ｉ
Ｎ
Ｓ
」
は
、
約
六
七
〇
回
線
が
南
阿
蘇
村
・

阿
蘇
市
・
熊
本
市
・
菊
池
市
・
甲
佐
町
・
菊
陽
町
の
一
部
で
使
用
で
き
ず
、
ま
た
、「
フ
レ
ッ
ツ
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
」
は
、
約
四
〇
回
線
が

南
阿
蘇
村
の
一
部
で
使
用
で
き
ず
（
甲
佐
町
・
御
船
町
・
高
森
町
・
山
都
町
の
一
部
の
六
四
〇
回
線
は
四
月
一
九
日
一
九
：
三
〇
現
在
で
回

復
）、 「
フ
レ
ッ
ツ
光
等
」
約
一
〇
〇
回
線
（
う
ち
、「
ひ
か
り
電
話
等
」
約
七
〇
回
線
）
が
南
阿
蘇
村
の
一
部
で
使
用
で
き
ず
、
さ
ら
に
、

「
専
用
線
等　

約
八
〇
回
線
」
が
、
阿
蘇
市
・
南
阿
蘇
村
の
一
部
で
使
用
で
き
な
か
っ
た
（
甲
佐
町
の
一
部
で
は
、
回
復（

（
（

）。
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事業者（サービス名） 被害状況等 最大被害数（注２）

固
定（
注
１
）

NTT 東日本 ・被害情報なし ・被害情報なし
NTT 西日本 ・被害情報なし ・被害情報なし
NTT コミュニケーションズ ・被害情報なし ・被害情報なし
KDDI ・被害情報なし ・被害情報なし
ソフトバンク ・被害情報なし ・被害情報なし

携
帯
電
話
等

NTT ドコモ ・４局（熊本県：４局）が
停波しているが、おおむ
ね周辺局でカバーできて
いる状況。

・４局（熊本県：４局）が
停波しているが、おおむ
ね周辺局でカバーできて
いる状況。

KDDI(au) ・２局（熊本県：２局）が
停波。※いずれも隣接局
にてエリアカバーされ
サービス影響なし。

・６局（熊本県：６局）が
停波。

ソフトバンク 【携帯電話】
・12 → 27 局（熊本県：

12 → 27 局）が停波。
【PHS】
・41 → 31 局（熊本県：

41 → 31 局）が停波。

【携帯電話】
・27 局（熊本県：27 局）

が停波。
（規制実施状況）

熊本県内一部地域の発信
規制を実施中。
音声 80% パケット 30%

【PHS】
・41 局（熊本県：41 局）

が停波。
UQ コミュニケーションズ ・５→３局（熊本県：５→

３局）が停波。
・５局（熊本県：５局）が

停波。
ワイヤレスシティプラニング ・23 → 24 局（熊本県：

23 → 24 局）が停波。
・25 局（熊本県：25 局）

が停波。
○主な原因は停電及び伝送路断

（注１）事業者が把握可能な範囲の情報を記載
（注２）総務省への報告値の中で最大のものを記載

表７　熊本地震（前震）による通信関係の被害状況

（総務省情報：4 月 15 日 5：00 現在）
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事業者 被害状況等

固
定（
注
）

NTT 東日本 ・被害なし
NTT 西日本 ・熊本エリア：交換機収容ビル１棟（約 300 回線）の収容回線

不通（土砂崩れによるケーブル故障の模様）
・九州エリア：７交換機収容ビルで予備電源運用中
※停電・伝送路断により各戸で利用できない回線あり。

NTT コミュニケーションズ ・被害なし
KDDI ・被害なし
ソフトバンク ・専用線：10 回線　ADSL：936 回線

携
帯
電
話

NTT ドコモ ・21 局（熊本県：21 局）が停波中のため、以下のエリアの一部
で携帯電話が使用不可。
※停波原因（停電：17 局、伝送路断：４局）
＜熊本県＞阿蘇郡南阿蘇村、阿蘇市、菊池郡大津町、熊本県

菊池市、上益城郡御船町
※全ての市町村役場は通信の疎通を確認済。
※全ての避難所において通信の疎開を確認済。

KDDI（au） ・21 局（熊本県：18 局、大分県：３局）が停波中のため、以下
のエリアの一部で携帯電話が使用不可。
※停波原因（停電：13 局、伝送路断：７局、詳細確認中：１局）
＜熊本県＞阿蘇市、阿蘇郡南阿蘇町、阿蘇郡高森町
＜大分県＞玖珠郡九重町
※全ての市町村役場での通信の疎開を確認済。
※全ての避難所での通信の疎開を確認済。

ソフトバンク 【携帯】
・115 局（熊本県：102 局、大分県：13 局）が停波中のため、以

下のエリアの一部で携帯電話が使用不可。
※停波原因（停電：39 局、伝送路断：76 局）
＜熊本県＞阿蘇市、阿蘇郡小国町、阿蘇郡高森町、阿蘇郡南

阿蘇村
＜大分県＞玖珠郡九重町

※７箇所の避難所（詳細確認中）を除き、全ての避難所で
の通信の疎開を確認済。疎開確認ができない地域につい
ては、以下の対応を実施。
・周辺局復旧及び臨時基地局設置により、4/19 中に全箇

所対応予定。
（←余震の影響により設置作業を中断したため）

【PHS】
・62 局（熊本県：62 局）が停波中のため、以下のエリアの一部

で携帯電話が使用不可。
＜熊本県＞上益城郡益城町、阿蘇郡西原村

※下記の役場での通信の疎通ができていないが、移動無線
車等による応急対応を予定
・熊本県益城町役場、熊本県西原村役場

※避難所の通信については調査中。

表８　熊本地震（本震）による通信関係の被害状況

（注）事業者が把握可能な範囲の情報を記載
（総務省情報：4 月 19 日 6：00 現在）
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携
帯
電
話
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
の
「
報
道
発
表
資
料
」
の
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

〈
二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日
〉」
に
よ
れ
ば
、「
１
．
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
な
ら
び
に
復
旧
へ
の
取
り
組
み
状
況
等
の
⑴　

通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
状
況
」
に
つ
い
て
、「
無
線
基
地
局
に
つ
い
て
は
、
地
震
発
生
後
、
熊
本
県
、
大
分
県
を
中
心
に
停
電
や
伝
送

路
断
が
発
生
し
、
最
大
八
四
局
（
停
電
七
八
局
、
伝
送
路
断
六
局
）（
四
月
一
六
日
（
土
曜
）
一
二
時
三
〇
分
時
点
）
の
無
線
基
地
局
で

通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
状
態
と
な
り
」、「
衛
星
移
動
基
地
局
車
等
８
か
所
を
配
備
す
る
と
と
も
に
、
中
ゾ
ー
ン
基
地
局
等

四
一
局
に
お
い
て
、
ア
ン
テ
ナ
角
度
を
遠
隔
で
変
更
す
る
こ
と
で
一
局
あ
た
り
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
を
よ
り
広
範
囲
と
す
る
な
ど
、

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
を
図
」
っ
た
。「
ま
た
、
移
動
電
源
車
や
発
動
発
電
機
の
運
用
に
よ
る
電
源
対
応
に
よ
り
、
早
期
の
復
旧
を

図
り
、
サ
ー
ビ
ス
中
断
影
響
を
最
小
限
に
」
と
ど
め
た（（
（

。

 　

ま
た
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
に
つ
い
て
は
、「（
四
月
一
九
日 

一
〇
時
〇
〇
分
現
在
） 

熊
本
県
熊
本
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
の
影
響
に
つ
い

て
」
に
よ
れ
ば
、「
熊
本
県
（
阿
蘇
市
赤
水
、
阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
、
阿
蘇
郡
高
森
町
）
大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
」
に
お
い
て
、
au
携
帯
電

話
の
３
Ｇ
端
末
と
４
Ｇ 

Ｌ
Ｔ
Ｅ
端
末
に
お
い
て
音
声
通
話
お
よ
び
パ
ケ
ッ
ト
通
信
が
利
用
で
き
な
い
、
ま
た
は
、
利
用
し
づ
ら
い

状
況
と
な
っ
て
い
る
が
、
阿
蘇
郡
高
森
町
の
役
場
周
辺
・
高
森
中
央
小
学
校
周
辺
、
南
阿
蘇
村
の
役
場
周
辺
・
長
陽
庁
舎
周
辺
で
は
、

車
載
基
地
局
六
局
・
可
搬
基
地
局
四
局
・
移
動
電
源
車
一
二
台
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
四
五
台
を
配
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
復
旧

し
て
い
る（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
、
内
閣
府
・
防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等

に
つ
い
て
」（
四
月
二
七
日
（
水
曜
）
二
〇
時
時
点
）
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
、
携
帯
電
話
会
社
三
社
の
「
停
波
基
地
局
数
」（
図
３
）

に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
停
波
基
地
局
数
は
、
四
月
一
七
日
九
時
の
時
点
で
そ
れ
ぞ
れ
八
二
局
と
六
九
局
が
最
大
で
あ
り
、

Ｂ
社
（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
は
、
四
月
一
六
日
九
時
五
〇
分
の
時
点
の
一
九
九
局
が
最
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る（（
（

。
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図３　携帯電話会社３社の「停波基地局数」

（ＮＴＴドコモ「報道発表資料」「平成 28 年熊本地震からの復旧状況について〈2016 年 4 月 28 日〉」
「参考」）

市町村 2016/4/19 2016/4/20 2016/6/25 総計（人）
熊本市 33,158
八代市 580
菊池市 0 0 776
宇土市 164 313 11 2,763
宇城市 3,739
阿蘇市 814
合志市 11 32 1,041
大津町 2,727
美里町 193
菊陽町 1,761

南阿蘇村 143 4 4,533
西原村 31 8,684
御船町 47 4,184
嘉島町 1,818
益城町 23,815
甲佐町 753
山都町 153
総計 175 488 93 91,492

表９　熊本地震の各ボランティアセンターにおけるボランティア参加者数推移

（「熊本県災害ボランティアセンター特設サイト」より筆者作成）
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２　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
支
援
活
動
の
状
況

　
「
熊
本
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
特
設
サ
イ
ト
」
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
内
の
地
震
発
生
後
に
県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協

議
会
が
開
設
・
運
営
し
て
い
る
各
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
で
四
月
一
九
日
か
ら
六
月
二
五
日
の
約
二
ヶ
月
間
に
活
動
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
は
、
表
９
の
よ
う
に
、
九
万
一
四
九
二
人
で
あ
る（（
（

。

　

ち
な
み
に
、
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
「
全
社
協　

被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
で
受
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
の
推
移
（
仮
集
計
）」
に
よ
れ
ば
、
表
10
の
よ
う
に
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
岩

手
・
宮
城
・
福
島
三
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
～

二
〇
一
六
年
五
月
末
ま
で
の
約
五
年
三
ヶ
月
間
に
お
い
て
一
四
九
万
二
四
〇
〇
人
で
あ
る（（
（

。

　

ま
た
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
～
一
九
九
六
年
一
月
二
〇
日
ま
で
の
約
一
年
間
に
被
災
地

で
活
動
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
延
べ
人
数
は
、
表
11
の
よ
う
に
、
一
三
七
万
七
〇
〇
〇
人
で
あ
る（（（
（

。

　

こ
こ
で
、
表
９
〜
表
11
を
比
較
す
る
と
、
熊
本
地
震
で
は
、
二
ヶ
月
以
上
経
っ
た
時
点
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
者
の
延
べ
人

数
が
九
万
人
を
超
え
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
後
二
ヶ
月
の
時
点
で
、
す
で
に
累
計
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
人
数

が
一
九
万
五
〇
〇
〇
人
を
超
え
て
い
る
。

　

他
方
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
地
震
発
生
後
二
ヶ
月
の
時
点
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
人
数
が
一
〇
万
人
と
な
っ
て
お
り
、

熊
本
地
震
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
熊
本
県
内
の
各
市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
「
災
害
・
生
活
復
興
支

援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
（
表
12
）
の
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、FaceBook

やT
w
itter

を
通
じ
て

情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る（（（
（

。

　

他
方
で
、
国
内
の
携
帯
電
話
事
業
者
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
等
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
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ネ
ス
推
進
連
絡
会
」
は
、
熊
本
地
震

の
前
震
発
生
翌
日
の
二
〇
一
六
年
四

月
一
五
日
か
ら
五
月
三
一
日
に
か
け

て
、
被
災
者
支
援
の
た
め
に
、
同
連

絡
会
に
加
入
す
る
各
携
帯
電
話
事
業

者
は
、
被
災
地
の
熊
本
県
内
で
公
衆

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
無
料
開
放

を
行
っ
た（（（
（

。

　

同
連
絡
会
の
『
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無

料
開
放
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

い
の
ち
を
つ
な
ぐ 00000JA

PA
N
   

第
３
．０
版
』（
平
成
二
八
年
三
月
一

日
）
に
よ
れ
ば
、「
東
日
本
大
震
災

に
お
い
て
は
、
事
業
者
に
よ
る
独
自

の
取
組
と
し
て
、
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ

サ
ー
ビ
ス
を
自
社
の
ユ
ー
ザ
に
限
定

す
る
こ
と
な
く
無
料
開
放
し
た
事
例

が
見
ら
れ
た
。
大
規
模
災
害
発
生
時

（人）
３県合計 岩手県 宮城県 福島県

平成 23 年 3 月 63,900 12,100 31,400 20,400
平成 23 年 4 月 162,200 34,700 98,500 29,000
平成 28 年 5 月 2,900 1,100 1,000 800

合計（平成28年5月31日まで） 1,492,400 540,000 743,000 209,400

表 10　東日本大震災の岩手・宮城・福島各県で活動したボランティア活動者数の推移

（全国社会福祉協議会　「災害ボランティアセンターで受け付けたボランティア活動者数の推移（仮
集計）」より筆者作成）

期間
日数

（Ａ）

活動対象別人数（１日当たり）
１日平均人数
（E=B+C+D）

期間別
合計人数

（F=A×E）
累計

避難所・
待機所

（B）

物資搬出
・搬入

（C）

地域活動

（D）
H.7 1/17 〜 2/17 31 12,000 3,700 4,300 20,000 620,000 620,000
H.7 2/18 〜 3/16 27 8,500 1,500 4,000 14,000 380,000 1,000,000
H.7 3/17 〜 4/3 18 4,600 400 2,000 7,000 130,000 1,130,000
H.7 4/4 〜 4/18 15 1,600 100 1,000 2,700 40,000 1,117,000
H.7 4/19 〜 5/21 33 750 10 340 1,100 36,000 1,206,000
H.7 5/22 〜 6/20 30 390 310 700 21,000 1,227,000
H.7 6/21 〜 7/23 33 330 470 800 26,000 1,253,000
H.7 7/24 〜 8/20 28 220 580 800 22,000 1,275,000
H.7 8/21 〜 9/20 31 900 900 28,000 1,303,000
H.7 9/21 〜 10/20 30 600 600 18,000 1,321,000
H.7 10/21〜 11/20 31 600 600 19,000 1,340,000
H.7 11/21〜 12/20 30 500 500 15,000 1,355,000
H.7 〜 8 12/21 〜 1/20 31 700 700 22,000 1,377,000

表 11　阪神・淡路大震災　一般ボランティア活動者数推計

（兵庫県県民生活部生活文化局生活創造課）
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に
ど
の
よ
う
な
取
組
を
行
う
か
は
各
事
業
者
の

自
主
的
な
判
断
に
よ
る
が
、
携
帯
電
話
が
つ
な

が
り
に
く
い
状
況
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
開
放
し
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
大
規
模
災
害
に
対

応
し
た
措
置
と
し
て
極
め
て
有
効
な
も
の
で
あ

る
（
（（
（

」。

　

ち
な
み
に
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
情
報

収
集
し
た
い
と
い
う
避
難
者
か
ら
の
要
望
を
受

け
、
各
Ｐ
Ｃ
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｐ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
）
の

協
力
を
得
て
、
表
13
の
よ
う
に
、
避
難
所
に
無

料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
コ
ー
ナ
ー
を
整
備
し
、

二
〇
一
一
年
三
月
二
四
日
現
在
で
、
一
一
三
ヶ

所
の
避
難
所
に
光
も
し
く
は
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
を
利
用

し
た
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
回
線
及
び
Ｐ
Ｃ
を
設
置

し
、
避
難
者
が
無
償
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
利
用
者
か
ら
は
、「
家
族
の
安
否
確

市町村 情報発信サイト 備考（募集範囲等）
熊本市 HP ｜ FB 全国の方（団体は事前申込制）
西原村 HP ｜ FB 全国の方（団体は事前申込制）
益城町 HP ｜ FB ｜ Tw 全国の方（団体は事前申込制）
御船町 HP ｜ FB 全国の方（土日曜に活動/団体は事前申込制）
宇土市 HP ｜ Tw 県内の方
南阿蘇村 HP ｜ FB ｜ Tw 県内の方（生活復興支援ボランティアセンター）
南阿蘇村（立野サテライト）HP ｜ FB 九州の方（水土日曜に活動 / 事前申込制）
大津町 HP ｜ FB ｜ Tw 自家用車で移動が可能な九州の方
菊陽町 FB 県内の方（日曜に活動／生活復興支援ボラン

ティアセンター）
宇城市 HP ｜ FB ｜ Tw 九州の方（生活復興支援ボランティアセンター）
嘉島町 HP ｜ FB 自家用車で移動が可能な九州の方（生活復

興支援センター）
甲佐町 HP ｜ Tw 県内の方
菊池市 HP ｜ FB 市内の方（登録制）（生活復興支援ボランティ

アセンター）
合志市 HP ｜ FB ｜ Tw 市内の方（登録制）（生活復興支援ボランティ

アセンター）
山都町 HP 町内の方
熊本県 HP ｜ Tw

表12　熊本県災害ボランティアセンター「市町村災害ボランティアセンターの募集
状況について」

（最終更新日［2016 年 7 月 6 日 15 時 39 分］より、筆者作成）（HP：ホームページ、FB：フェイス
ブック、Tw：ツイッター）
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認
や
公
共
交
通
機
関
の
情
報
収
集
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」、「
福
祉
に
関

す
る
情
報
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
子
供
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ゲ
ー
ム
を
楽
し
め
て
よ
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
を
得
た
。
ま
た
、

Wi-

Fi
環
境
の
あ
る
場
所
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
型

端
末
、
ゲ
ー
ム
機
等
を
接
続
し
て
利
用
さ
れ
る
事
例
も
広
が
っ
た（（（
（

。

　

こ
う
し
た
事
例
を
踏
ま
え
て
平
成
二
五
年
六
月
に
総
務
省
か
ら
公
表

さ
れ
た
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
五
年
六
月

二
五
日 

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
）
の
提
言
で
は
、「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ

ネ
ス
推
進
連
絡
会
」
が
検
討
す
べ
き
事
項
が
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ

て
い
る（（（
（

。 

　

⑴　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
、
国
内
外
か
ら
の
多
数
の
救
援
者
に
関
す
る
以
下
の
事
項 

　

・
被
災
地
で
利
用
可
能
な
無
料
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
有
効
な
情
報
提
供
方
法

　

・
救
援
者
が
見
つ
け
や
す
い
、
推
奨
さ
れ
る
災
害
用
の
統
一
Ｓ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
使
用
等 

　

⑵　

被
災
者
等
へ
の
よ
り
有
効
な
情
報
提
供
の
観
点
か
ら
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
を
無
料
開
放
す
る
際
に
、

端
末
が
接
続
さ
れ
た
時
に
最
初
に
表
示
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
る
画
面

　

⑶　

災
害
時
に
お
け
る
避
難
所
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
て
い
る
学
校
や
公
民
館
等
の
公
的
施
設
に
つ
い
て
、
災
害
時
を
想
定
し
た
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
の
在
り
方
、
具
体
的
な
利
用
手
順
の
整
理
、
そ
れ
ら
を
扱
え
る
人
材
の
確
保
・
育
成
等
の
方
策

　

こ
れ
を
受
け
て
、
同
連
絡
会
は
、
前
記
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
熊
本
地
震
で
は
、
熊
本
県
内
を
中
心
に

都道県名 設置箇所数
宮城県 21（10）
山形県 3
福島県 2（2）
栃木県 24（15）
群馬県 12（9）
埼玉県 7（6）
東京都 3（1）
新潟県 32
山梨県 2
長野県 7（3）
合計 113（46）

表13　NTT 東日本による無料インターネット
接続コーナーの設置避難所等

（　）は Wi-Fi 環境のある箇所数の再掲
（2011 年 3 月 24 日現在）（NTT 東日本「避難所への無
料インターネット接続コーナーの設置について」より、
筆者作成）
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公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無
料
開
放
が
行
わ
れ
、
二
〇
一
六
年
七
月
現
在
で
も
避
難
所
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
支
援
拠

点
で
携
帯
電
話
事
業
者
各
社
に
よ
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無
料
提
供
が
行
わ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
携
帯
電
話
事
業
者
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
て
、
筆
者
は
、
地
震
発
生
の
数
日
後
に
、
災
害
関
連
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
復
興
支
援
室
の
関
係
者
を
訪
ね
、
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無
償
提
供
を
提
案
し
、
了
承
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無
償
提
供
と
い
う
形
で
支
援

を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
筆
者
は
、
各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
ど
の
よ
う
に
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
活
用
さ
れ
て

い
る
か
に
関
し
て
実
態
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
へ
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
同
社
の
復
興
支
援
室
に
取
り
次
ぐ
と
い
う
形
で
支

援
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

三　

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
貸
与
等
の
情
報
通
信
基
盤
提
供
活
動

　

筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
（
木
）
夜
に
発
生
し
た
一
回
目
の
地
震
（
前
震
）
直
後
に
被
災
地
で
の
支
援
活
動
の
た
め
の

現
地
調
査
の
準
備
を
始
め
、
翌
日
一
五
日
に
日
本
災
害
情
報
学
会
の
会
員
と
し
て
十
数
年
前
か
ら
面
識
が
あ
り
熊
本
市
内
で
弁
護
士

を
さ
れ
て
い
る
Ｋ
氏
に
電
話
で
連
絡
を
と
り
、
一
六
日
か
ら
一
八
日
に
被
災
地
に
現
地
調
査
に
行
く
の
で
災
害
対
策
と
法
律
の
専
門

家
と
し
て
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
準
備
を
整
え
た
。

　

そ
し
て
、
一
六
日
に
日
付
が
変
わ
っ
て
間
も
な
く
二
回
目
の
地
震
（
本
震
）
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
熊
本
空
港
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
た
め
、
筆
者
は
、
鹿
児
島
空
港
経
由
で
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
転
し
て
一
六
日
の
二
二
時
頃
に
熊
本
市
内
の
宿
泊
先
の
ホ

テ
ル
に
到
着
し
た
。
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そ
れ
か
ら
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、
災
害
支
援
関
連
の
い
く
つ
か
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
筆
者
が
投
稿
し
た
メ
ー
ル
に
以
下

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

み
な
さ
ん
、
干
川
で
す
。
昨
日
の
夜
、
熊
本
か
ら
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

16
日
～
18
日
ま
で
、
熊
本
に
行
き
、
支
援
活
動
の
準
備
の
た
め
の
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

私
の
知
り
合
い
の
熊
本
市
内
で
弁
護
士
事
務
所
を
営
ま
れ
て
い
る
Ｋ
さ
ん
に
お
会
い
し
て
、
現
地
の
状
況
に
つ
い
て
お
聞
き
し
、
支
援
活

動
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
目
的
で
熊
本
市
内
に
行
き
ま
し
た
。

　

16
日
（
土
）
の
15
時
に
羽
田
空
港
か
ら
鹿
児
島
空
港
に
到
着
し
、
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
、
水
や
食
料
、
紙
皿
・
紙
コ
ッ
プ
、
割
り
ば
し
、

ラ
ッ
プ
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
、
土
嚢
袋
な
ど
の
支
援
物
資
を
鹿
児
島
空
港
周
辺
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
購
入
し
て
レ
ン
タ

カ
ー
に
積
ん
で
運
び
、
17
日
（
日
）
に
Ｋ
さ
ん
の
ご
自
宅
に
届
け
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
上
側
半
分
が
崩
れ
て
通
り
か
ら
家
屋
の
中
が
見
え
る

の
で
、
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
を
庭
の
植
木
に
ロ
ー
プ
で
括
り
付
け
て
見
え
な
い
よ
う
す
る
作
業
を
午
前
中
に
行
い
ま
し
た
。

　

昼
食
を
Ｋ
さ
ん
宅
で
御
馳
走
に
な
り
、
そ
の
後
、
水
前
寺
公
園
に
行
っ
て
地
震
の
影
響
で
水
脈
が
変
わ
っ
て
池
の
水
位
が
下
が
っ
て
い
る

状
況
を
見
て
か
ら
、
熊
本
県
庁
の
災
害
対
策
本
部
を
訪
ね
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
益
城
町
に
行
っ
て
被
害
状
況
を
見
な
が
ら
デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
ま
し
た
。

　

18
日
（
月
）
の
午
前
中
は
、
熊
本
県
や
大
分
県
内
の
情
報
通
信
の
被
害
状
況
を
把
握
し
、
支
援
で
き
る
こ
と
が
あ
る
か
ど
う
か
を
知
る
た

め
に
、
熊
本
駅
近
く
の
合
同
庁
舎
内
に
あ
る
九
州
総
合
通
信
局
の
情
報
通
信
振
興
課
に
行
っ
て
話
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
状
況
調

査
中
で
あ
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
か
が
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
何
か
あ
れ
ば
、
連
絡
を
取
り
合
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
レ
ン
タ
カ
ー
で
鹿
児
島
空
港
に
行
き
、
帰
宅
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
鹿
児
島
空
港
か
ら
熊
本
市
内
ま
で
１
５
０
㎞
の
距
離
が
あ
り
ま
す
が
、
八
代
市
か
ら
水
俣
市
に
か
け
て
「
南
九
州
西
回
り
高
速
道

路
（
無
料
区
間
）」
を
通
る
と
４
時
間
く
ら
い
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
熊
本
市
内
か
ら
八
代
市
の
間
は
渋
滞
し
て
い
ま
し
た
。
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以
上
が
、
筆
者
の
四
月
一
六
日
～

一
八
日
に
か
け
て
の
活
動
状
況
の
概

要
で
あ
る
。
当
時
の
状
況
は
、
写
真

１
・
写
真
２
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
筆
者
は
、
四
月
二
九
日

～
五
月
九
日
の
第
二
回
目
の
現
地
調

査
の
準
備
と
し
て
熊
本
地
震
に
お
け

る
支
援
活
動
の
状
況
把
握
を
行
う
中

で
、「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進

連
絡
会
」
に
加
入
す
る
各
携
帯
電
話

事
業
者
が
、
被
災
地
の
熊
本
県
内
で

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
無
料

開
放
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
し
て
、
筆
者
は
、
熊
本
の
被
災

地
で
開
設
・
運
営
さ
れ
る
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
情
報

通
信
面
で
の
支
援
活
動
と
し
て
、
携

帯
電
話
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
無
線

写真１　レンタカーに積載した各種の支援物資

（2016 年 4 月 17 日筆者撮影）

写真２　K 氏の自宅での崩落した塀へのブルーシートを使用した応急目張り作業の様子

（2016 年 4 月 17 日筆者撮影）
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Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
思
い
つ
い
た
。

　

そ
こ
で
、
二
〇
一
六
年
三
月
四
日
に
岩
手
県
立
大
学
で
開
催

さ
れ
た
災
害
時
の
情
報
通
信
利
活
用
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
契
機
に
し
て
知
り
合
い
に
な
っ
た
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
復
興
支
援
室

の
Ａ
氏
に
Wi-

Fi
等
の
情
報
通
信
基
盤
の
提
供
を
通
じ
て
の
熊

本
地
震
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
支
援
を

メ
ー
ル
で
提
案
し
、
四
月
二
二
日
に
仙
台
市
内
に
あ
る
同
社
の

復
興
支
援
室
を
訪
ね
て
、
被
災
地
の
状
況
と
具
体
的
な
計
画
を

説
明
し
な
が
ら
、
協
力
を
お
願
い
し
た
。

　

そ
し
て
、
筆
者
か
ら
の
提
案
が
了
承
さ
れ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、

熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
（
写
真
３
）
と
充
電
装
置
（
写
真
４
）、
携
帯
電
話
（
写
真

５
）
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
写
真
６
）
の
提
供
と
い
う
形
で
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
筆
者
は
、
四
月
二
九
日
か
ら
熊
本
県
内
の
各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
レ
ン
タ
カ
ー
で
回
り
、
Wi-

Fi
等
の
情

報
通
信
基
盤
の
活
用
状
況
に
関
し
て
実
態
調
査
を
行
い
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
へ
の
要
望
を
同
社
の
復
興
支
援
室
に

取
り
次
ぐ
と
い
う
形
で
支
援
活
動
を
行
っ
た
。

　　

筆
者
が
レ
ン
タ
カ
ー
を
運
転
し
て
回
っ
た
の
は
、
以
下
の
県
と
各
市
町
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
一
六
ヶ
所
で
あ
る
。

　

熊
本
県
・
熊
本
市
・
嘉
島
町
（
４
／
30
）、
御
船
町
（
社
会
福
祉
協
議
会
・
一
般
社
団
法
人
「
つ
な
が
り
」）・
Ｒ
Ｑ
九
州
・
南
阿
蘇
村

（
５
／
１
）、
宇
土
市
・
宇
城
市
・
甲
佐
町
・
山
都
町
（
５
／
２
）、
合
志
市
・
大
津
町
・
西
原
村
・
益
城
町
（
５
／
４
）、
菊
池
市
・
菊

写真３　KDDI より RQ 九州に貸与された
Wi-Fi ルーター

（2016 年 6 月 18 日筆者撮影）
（Speed Wi-Fi NEXT WiMAX 2+ W01）
（仕様：通信速度（受信）4G LTE エリア：最大
75Mbps WiMAX 2+ 対応エリア：最大 110Mbps

（CA オフ時）最大 220Mbps（CA オン時）
通信速度（送信）WiMAX 2+ 対応エリア：最大
10Mbps 4G LTE エリア：最大 25Mbps）
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陽
町
（
５
／
７
）。

　

こ
れ
ら
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
唯
一
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
の
は
菊
池
市
で
あ
る
。
ま
た
、
御

船
町
に
つ
い
て
は
、
御
船
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
東
日
本
大
震
災
・
常
総
市
豪
雨
水
害
で
活
動
実
績
の
あ
る
一
般
社
団
法
人
「
つ
な

が
り
」
そ
れ
ぞ
れ
が
設
置
・
運
営
す
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
両
者
の
間
で
は
毎
日
連
絡
を
取
り
合
い
連
携
し

て
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
「
つ
な
が
り
」
に
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、「
Ｒ
Ｑ
九
州
に
つ
い
て
」（http://kyushu.rq-center.jp/aboutus

）
に
よ
れ
ば
、「
Ｒ
Ｑ
九
州
」（
本
部
：
熊
本
県
美
里
町
、

代
表
：
山
口
久
臣
）
は
、
二
〇
一
六
年
四
月
一
四
日
夜
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
救
援
の
た
め
に
、
四
月
一
六
日
か
ら
炊
き
出
し
や

支
援
物
資
配
布
の
被
災
地
支
援
に
動
き
出
し
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
ヶ
瀬
自
然
学
校
」（
本
部
：
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
、
代
表
：
杉
田
英
治
）

写真４　KDDI より南阿蘇村災害ボランティア
センターに貸与された充電装置

（2016 年 5 月 1 日筆者撮影）

（2016 年 5 月 7 日筆者撮影）

写真５　KDDI より菊陽町災害ボランティアセ
ンターに貸与された携帯電話

（2016 年 5 月 7 日筆者撮影）

写真６　KDDI より菊陽町災害ボランティアセ
ンターに貸与されたタブレット端末
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を
中
心
に
、
九
州
各
地
の
自
然
学
校
が
「
一
般
社
団
法
人
Ｒ
Ｑ
災
害
教
育
セ
ン
タ
ー
」（
本
部
：
東
京
都
荒
川
区
、
代
表
：
佐
々
木
豊

志
）
の
支
援
を
得
て
四
月
二
三
日
に
設
立
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
。

　

Ｒ
Ｑ
九
州
に
つ
い
て
は
、
筆
者
が
信
用
保
証
を
行
う
形
で
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
と
携
帯
電
話
が
貸
与
さ
れ
て
い
る
。

　

上
記
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
中
で
、
最
も
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
活
用
し
て
い
る
の
は
、
西
原
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
を
通
じ
て
本
部
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
場
所
、
三
ヶ
所
の
サ
テ
ラ
イ
ト
の
間
の
連
絡
と
情
報

共
有
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
菊
陽
町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
貸
与
さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
六
台

を
被
災
し
た
家
屋
の
瓦
礫
の
撤
去
や
片
付
け
を
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
持
た
せ
て
、
画
面
に
表
示
さ
れ
る
地
図
を
利
用
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
現
場
へ
の
案
内
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
は
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
や
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
情
報
収
集
・

発
信
手
段
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。

四　

被
災
自
治
体
に
対
す
る
臨
時
災
害
放
送
局
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
支
援
活
動

　

筆
者
は
、
総
務
省
か
ら
四
年
前
（
二
〇
一
二
年
）
に
「
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
委
嘱
さ
れ
、
富
山
県
や
宮
城
県
、
東
北

総
合
通
信
局
か
ら
の
依
頼
に
よ
る
講
演
会
を
行
い
、
ま
た
、
二
〇
一
五
年
度
は
、
宮
城
県
情
報
政
策
課
か
ら
の
依
頼
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
し
て
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被
災
自
治
体
に
お
け
る
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
構
築
の
た
め
の
研
究
会
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
き
た（（（
（

。

　

前
述
の
四
月
二
九
日
～
五
月
九
日
の
第
二
回
目
の
現
地
調
査
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
携
帯
電
話
の
活
用
状
況
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
五
月
二
一
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日
～
二
三
日
の
三
回
目
の
現
地
調
査
で
は
、
新
た
な
課
題
と
し
て
熊
本
県
内
の
被
災
自
治
体
（
熊
本
市
・
益
城
町
・
甲
佐
町
・
御
船

町
）
の
臨
時
災
害
放
送
局
の
実
態
把
握
と
放
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

九
州
総
合
通
信
局
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
関
連
情
報
」
に
よ
れ
ば（（（
（

、
二
〇
一
六
年
四
月
一
八
日
に
熊
本
市

内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
局
で
あ
る
「
株
式
会
社
熊
本
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム
」
か
ら
機
材
及
び
人
的
支
援
を
受
け
て
、
熊
本
市
の
臨
時

災
害
放
送
局
「
く
ま
も
と
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」
が
開
設
さ
れ
、
同
月
三
〇
日
に
閉
局
す
る（（（
（

。

　

ま
た
、
同
月
の
二
三
日
に
甲
佐
町
、
二
五
日
に
御
船
町
、
二
七
日
に
益
城
町
で
そ
れ
ぞ
れ
臨
時
災
害
放
送
局
（「
こ
う
さ
さ
い
が
い

エ
フ
エ
ム
」・「
み
ふ
ね
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」・「
ま
し
き
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
」）
が
開
設
さ
れ
た（（（
（

。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
臨
時
災
害
放
送
局
の
担
当
部
署
の
甲
佐
町
の
「
く
ら
し
安
全
推
進
室
」
と
御
船
町
「
企
画
財
政
課
」
の
担
当

者
に
電
話
で
連
絡
し
、
二
〇
一
六
年
五
月
二
一
日
に
甲
佐
町
役
場
に
、
同
月
二
三
日
に
御
船
町
役
場
に
行
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
臨
時
災

害
放
送
局
の
運
営
状
況
を
聞
い
た
上
で
、
放
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
提
案
を
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
御
船
町
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た
の
で
、
益
城
町
の
臨
時
災
害
放
送
局
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
た
実
績
の
あ
る
「
国
立
研
究
開
発
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
」
の
研
究
員
の
Ｍ
氏
に
連
絡
し
、

翌
週
の
五
月
三
〇
日
に
Ｍ
氏
が
直
接
御
船
町
役
場
に
行
っ
て
、
担
当
者
に
具
体
的
な
方
法
の
説
明
を
行
っ
た
。

　

そ
し
て
、
Ｍ
氏
の
尽
力
で
、
同
年
七
月
五
日
よ
り
御
船
町
の
臨
時
災
害
放
送
局
の
放
送
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た（（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
御
船
町
が
臨
時
災
害
放
送
局
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
は
、
益
城
町
が
利
用
し
て
い
る

の
と
同
じ
シ
ス
テ
ム
で
あ
り（（（
（

、
Ｍ
氏
の
仲
介
で
「
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
が
提
供
す
る
「
Ｆ
Ｍ
＋
＋
（
エ
フ
エ

ム
プ
ラ
ぷ
ら
）」
と
い
う
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る（（（
（

（
写
真
７
・

写
真
８
）。
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こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
臨
時
災
害
放
送
局
の
放
送
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨
時
災
害
放
送
局
の
電

波
が
届
か
な
い
町
内
の
山
間
部
や
町
外
の
地
域
で
も
、
ま
た
、
全
国
・
全
世
界
か
ら
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
か

ら
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、
筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
六
日
と
二
〇
日
に
も
、
事
前
に
連
絡
し
て
御
船
町
役
場
を
訪
ね
、
臨
時
災
害
放
送
局
の
担
当

者
に
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
が
い
ら
ず
パ
ソ
コ
ン
で
も
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
も
利
用
で
き

東
日
本
大
震
災
の
臨
時
災
害
放
送
局
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
っ
て
い
て
、
ま
た
、
Ｍ
氏
が
仲
介
可
能
な
「
サ
イ
マ
ル
ラ
ジ

オ
」（
図
４
）
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
い
く
つ
か
の
被
災
自
治
体
（
気
仙
沼
市
や
山
元
町
な
ど
）
の
臨
時
災
害
放
送
局
が
行
っ
て
い
る
よ
う
に
、

御
船
町
が
住
民
参
加
型
で
臨
時
災
害
放
送
局
の
運
営
を
行
う
場
合
に
協
力
を
得
る
こ
と
が
可
能
な
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
Ｋ
氏
を
紹
介
し
た
。五　

「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
に
よ
る
分
析
・
考
察
と
今
後
の
課
題

　

第
三
節
で
論
じ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
貸
与
等
の
情
報
通
信
基
盤
提
供
活
動
と
第
四
節
で

論
じ
た
被
災
自
治
体
に
対
す
る
臨
時
災
害
放
送
局
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
支
援
活
動
を
対
象
に
し
て
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
を
用
い
て
、
分
析
・
考
察
を
行
い
、
復
興
に
向
け
て
の
今
後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

１　
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
の
提
示

　

ま
ず
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）」
と
は
、「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
」（
イ
ン
タ
ー
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写真７　スマートフォン TOP 画面上の益城町災害
FM（左）と御船町災害 FM のアイコン

（2016 年 7 月 25 日筆者撮影）

写真８　スマートフォ
ン 上 の「F M
＋＋（エフエ
ムプラぷら）」
の操作画面

（2016 年 7 月 25 日筆者撮影）

図４　サイマルラジオ上に掲載されている東日本大震災の臨時災害放送局
のアイコン

（http://www.simulradio.info/、2016 年 7 月 25 日閲覧）
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ネ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
連
携
活
動
）
の
諸
事

例
を
分
析
・
考
察
す
る
た
め
に
、
筆
者
が
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ

ル
論
」
と
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
論
」
を
も
と
に
独
自
に
構
築
し
た
モ
デ

ル
で
あ
る（（（
（

。

　

ま
ず
、
図
５
の
下
側
の
凡
例
を
左
上
か
ら
左
下
に
か
け
て
説
明
す

る
と
、「
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
」
を
、　
　

で
示
し
、「
結
束

型
相
互
協
力
信
頼
関
係
」
を
、　
　

で
示
す
。

　

こ
こ
で
、「
相
互
協
力
信
頼
関
係
」
の
形
成
を
妨
げ
る
要
因
が

「
相
互
不
信
」
で
あ
り
、
そ
れ
を　
　

に
よ
っ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

そ
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
主
体
間
の
関

係
を
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
す
る
「
リ
ン
ク
」
と
呼
ぶ
こ

と
に
し
、
リ
ン
ク
は
、
特
定
の
法
制
度
や
規
則
に
基
づ
い
て
権
利

−

義
務
や
地
位
・
役
割
が
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
職
務
関
係
や
家

族
・
親
族
関
係
な
ど
の
「
公
式
リ
ン
ク
」
と
、
共
通
の
問
題
関
心
や

趣
味
・
好
み
、
相
性
な
ど
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
、
権
利

−

義
務
や

地
位
・
役
割
が
不
明
確
な
友
人
・
知
人
や
趣
味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

仲
間
の
関
係
で
あ
る
「
非
公
式
リ
ン
ク
」
に
分
類
し
、
前
者
を　
　

で
示
し
、
後
者
を　
　

で
示
す
こ
と
に
す
る
。

　

次
に
、
凡
例
の
右
上
か
ら
説
明
す
る
と
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

開放的境界閉鎖的境界

架橋型相互協力信頼関係
結束型相互協力信頼関係
相互不信

ハブ
コネクター
ブリッジ
ノード（集団）
ノード（個人）

デジタル・メディア・リンク
非公式リンク
公式リンク

メディア・リンク

図５　デジタル・ネットワーキング・モデル（DNM）

（筆者作成）
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の
リ
ン
ク
を
つ
な
ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
し
て
、
複
数
の
リ
ン
ク
を
結
ぶ
中
心
点
（
結
節
点
）
の
役
割
を
果
た
す
「
ハ
ブ
」
を　

で
示

し
、
複
数
の
リ
ン
ク
を
接
続
す
る
役
割
で
あ
る
「
コ
ネ
ク
タ
ー
」
を
、　

で
、
情
報
の
伝
達
役
と
し
て
リ
ン
ク
の
橋
渡
し
を
す
る

「
ブ
リ
ッ
ジ
」
を　

で
示
す
。
そ
し
て
、
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ
る
主
体
と
し
て
の
「
ノ
ー
ド
」
で
あ
る
集
団
を　

で
、
個
人
を 

　

で
示
す
。

　

最
後
に
、
凡
例
の
下
か
ら
二
番
目
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
に
し
て
結
ば
れ

る
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
ン
ク
を　
　

で
表
し
、
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
の
既
存
の
通
信
手
段
を
媒
介
に
し
て
結
ば
れ
る
メ
デ
ィ

ア
・
リ
ン
ク
を　
　

で
示
す
。

　

凡
例
の
一
番
下
の
記
号
に
つ
い
て
は
、
ハ
ブ
を
中
心
に
し
た
リ
ン
ク
と
ノ
ー
ド
か
ら
構
成
さ
れ
る
社
会
集
団
や
社
会
組
織
が
外
部

に
対
し
て
閉
鎖
的
か
開
放
的
か
を
示
す
た
め
に
、
閉
鎖
的
な
境
界
を　
　

で
、
開
放
的
な
境
界
を　
　

で
表
現
し
て
い
る
。

　

前
記
の
凡
例
に
し
た
が
っ
て
、
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
一
般
を
モ
デ
ル
的
に
表
現
し
た
の
が
、
図
５
の
上
の
図
で
あ
る
。

　

２　

デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
（
Ｄ
Ｎ
Ｍ
）
に
よ
る
熊
本
地
震
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の

分
析
と
考
察

　
「
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
モ
デ
ル
」
を
用
い
て
、
第
三
節
で
論
じ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
対
す
る

Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
貸
与
等
の
情
報
通
信
基
盤
提
供
活
動
と
第
四
節
で
論
じ
た
被
災
自
治
体
に
対
す
る
臨
時
災
害
放
送
局
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
配
信
支
援
活
動
を
対
象
に
し
て
、
分
析
・
考
察
を
行
う
と
、
図
６
の
よ
う
に
な
る
。

　

ま
ず
、
四
月
一
四
日
の
地
震
発
生
翌
日
一
五
日
に
電
話
で
連
絡
を
と
り
災
害
対
策
と
法
律
の
専
門
家
と
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
た
Ｋ
氏
と
筆
者
は
、
日
本
災
害
情
報
学
会
の
会
員
と
し
て
公
式
リ
ン
ク
で
つ
な
が
り
、
必
要
に
応
じ
て
携
帯
電
話
の
シ
ョ
ー
ト

メ
ー
ル
で
連
絡
を
取
り
合
う
と
い
う
形
で
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｋ
氏
は
、
弁
護
士
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開
放

的
境

界
閉

鎖
的

境
界

架
橋

型
相

互
協

力
信

頼
関

係
結

束
型

相
互

協
力

信
頼

関
係

相
互

不
信

ハ
ブ

コ
ネ

ク
タ

ー
ブ

リ
ッ

ジ
ノ

ー
ド

（
集

団
）

ノ
ー

ド
（

個
人

）
デ

ジ
タ

ル
・

メ
デ

ィ
ア

・
リ

ン
ク

非
公

式
リ

ン
ク

公
式

リ
ン

ク

メ
デ

ィ
ア

・
リ

ン
ク

図
６

　
デ

ジ
タ

ル
・

ネ
ッ

ト
ワ

ー
キ

ン
グ

・
モ

デ
ル

（
D

N
M

）
に

よ
る

熊
本

熊
本

地
震

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
の

構
造

（
筆

者
作

成
）
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と
し
て
熊
本
県
弁
護
士
会
と
公
式
リ
ン
ク
で
結
ば
れ
て
お
り
、
弁
護
士
会
を
通
じ
て
被
災
地
の
外
国
人
を
含
む
被
災
者
の
た
め
に
法

曹
人
と
し
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
し
て
、
筆
者
が
岩
手
県
立
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
契
機
に
し
て
知
り
合
い
に
な
り
、
Wi-

Fi
等
の
情
報
通
信
基

盤
の
提
供
を
お
願
い
し
た
Ａ
氏
は
、
社
員
と
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
と
公
式
リ
ン
ク
で
結
ば
れ
て
お
り
、
ま
た
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を

通
じ
て
岩
手
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
Ｓ
Ｂ
氏
と
静
岡
県
立
大
学
教
授
の
Ｙ
氏
そ
れ
ぞ
れ
と
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

他
方
で
、
筆
者
と
Ｓ
Ｂ
氏
と
Ｙ
氏
と
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を
契
機
に
し
て
、
日
本
災
害
情
報
学
会
の
会
員
や
基
盤
地
図
情

報
活
用
研
究
会
の
役
員
と
し
て
公
式
リ
ン
ク
で
つ
な
が
る
と
共
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
災
害
支
援
に
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
者
・
支

援
者
同
士
と
し
て
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
つ
な
が
り
の
中
で
、
筆
者
は
、
熊
本
県
社
協
に
電
話
で
連
絡
を
と
り
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
の
Wi-

Fi
等
の
通
信
環
境
の

提
供
を
申
し
出
、
被
災
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
（
社
協
）
に
も
提
供
を
受
け
る
よ
う
に
依
頼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
被
災

市
町
村
の
社
協
が
設
置
・
運
営
す
る
各
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
を
巡
回
し
Wi-

Fi
の
使
用
状
況
と
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
へ
の
要
望
を
聞
き
、

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
Ａ
氏
に
随
時
連
絡
す
る
と
い
う
形
で
、
熊
本
県
社
協
及
び
被
災
市
町
村
の
社
協
と
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
架

橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
Ａ
氏
を
中
心
に
し
て
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
は
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
と
し
て
総
力
を
挙
げ
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
Wi-

Fi
等
を
設
置
し
不
具
合
に
随
時
対
応
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
熊
本
県
社
協
及
び
被
災
市
町
村
の
社
協
と
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
熊
本
地
震
直
後
か
ら
被
災
者
の
支
援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｒ
Ｑ
九
州
の
副
代
表
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
五
ヶ
瀬
自
然

学
校
」
代
表
の
Ｓ
Ｇ
氏
は
、
宮
崎
県
五
ヶ
瀬
町
の
地
域
活
性
化
活
動
で
長
年
に
わ
た
り
助
言
・
協
力
を
受
け
て
き
た
「
日
本
で
最
も
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美
し
い
村
連
合
」
事
務
局
関
係
者
の
Ｙ
Ｄ
氏
と
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
に
あ
る
。
他
方
で
、
筆
者
と
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
代
表
の
Ｆ
氏
は
三
宅
島
火
山
災
害
を
契
機
と
し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
被
災
地
復
興
支
援
活
動
に
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と
を

通
じ
て
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｆ
氏
と
Ｙ
Ｄ
氏
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
域
活
性
化
活
動
等
を
通
じ

て
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
筆
者
と
Ｙ
Ｄ
氏
も
、
Ｆ
氏
が
仲
介
と
な
っ
て
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼

関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

熊
本
地
震
発
生
前
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
、
Ｓ
Ｇ
氏
と
筆
者
は
、
Ｙ
Ｄ
氏
を
介
し
て
潜
在
的
な
つ
な
が
り
の
中
に
あ
っ
た
が
、

直
接
的
な
面
識
は
な
く
、
お
互
い
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
。

　

し
か
し
、
筆
者
は
、
熊
本
地
震
発
生
直
後
か
ら
Ｓ
Ｇ
氏
が
五
ヶ
瀬
町
を
拠
点
と
し
て
被
災
者
の
支
援
活
動
を
開
始
し
た
と
い
う
情

報
を
Ｆ
氏
か
ら
「
ぼ
う
さ
い
朝
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
通
じ
て
知
り
、
そ
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
に
Ｒ
Ｑ

九
州
へ
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
か
ら
の
Wi-
Fi
ル
ー
タ
ー
等
の
貸
与
を
Ｓ
Ｇ
氏
に
直
接
現
地
で
会
っ
て
申
し
出
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
Ｓ
Ｇ

氏
と
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
回
目
の
現
地
調
査
（
四
月
二
九
日
～
五
月
九
日
）
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
熊
本
県
内
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
携
帯
電
話
の
活
用
状
況
と
課
題
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
三
回
目
の
現
地

調
査
（
五
月
二
一
日
～
二
三
日
）
以
降
、
新
た
な
課
題
と
し
て
熊
本
県
内
の
被
災
自
治
体
（
甲
佐
町
・
御
船
町
）
の
臨
時
災
害
放
送
局

の
放
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
支
援
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
筆
者
は
、
甲
佐
町
と
御
船
町
の
臨
時
災
害
放
送
局
の
担
当
者
に
電
話
で
連
絡
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
場
に
行
き
、

放
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
の
提
案
を
し
た
結
果
、
御
船
町
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
行
い
た
い
と
い
う
申
し
出
が
あ
っ
た

の
で
、「
国
立
研
究
開
発
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
」
の
研
究
員
の
Ｍ
氏
に
連
絡
し
、
Ｍ
氏
の
尽
力
で
、
同
年
七
月
五
日
よ
り

御
船
町
の
臨
時
災
害
放
送
局
の
放
送
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聞
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
経
緯
で
、筆
者
と
御
船
町
の
担
当
者
及
び
Ｍ
氏
と
の
間
は
、架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
甲
佐
町
・
御
船
町
・
益
城
町
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
長
が
総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
（
九
州
総
通
）
に
臨
時
災
害
放
送
局
開

設
許
可
の
申
請
を
し
免
許
を
授
与
さ
れ
、
機
材
一
式
の
貸
与
を
受
け
る
と
い
う
形
で
、
九
州
総
通
と
公
式
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ

て
い
る
。
ま
た
、
益
城
町
と
御
船
町
は
、
Ｍ
氏
の
仲
介
に
よ
っ
て
「
株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
」
か
ら
何
ら
か
の
取

り
決
め
に
基
づ
い
て
シ
ス
テ
ム
の
提
供
を
受
け
る
と
い
う
形
で
公
式
リ
ン
ク
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
Ｍ
氏
と
株
式
会

社
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
何
ら
か
の
契
機
に
よ
っ
て
、
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な

が
っ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　

前
記
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
際
に
、
筆
者
は
、
総
務
省
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
「
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
の
自
主
的
活
動
と

し
て
、
九
州
総
通
の
地
域
情
報
振
興
課
と
随
時
メ
ー
ル
や
電
話
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が
ら
、
ま
た
、
直
接
対
面
で
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
を
通
じ
て
、
総
務
省
本
省
と
は
公
式
リ
ン
ク
で
、
九
州
総
通
と
は
架
橋
型
相
互
協
力
信
頼
関
係
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
筆
者
は
、
二
〇
〇
四
年
に
内
閣
府
が
設
置
し
た
「
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
検
討
会
」
の
委
員
で
あ
り
、
検
討
会

の
委
員
と
し
て
代
表
者
を
出
し
て
い
る
主
要
な
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
全
社
協
）・「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」（
支
援
Ｐ
Ｔ
）・
中
央
共
同
募
金
会
等
か
ら
の
熊
本
地
震
の
支
援
活
動
に
関
す
る
情
報
を

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
か
ら
得
る
と
い
う
形
で
、
間
接
的
に
デ
ジ
タ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
・
リ
ン
ク
を
通
じ
て
そ
れ
ら
の
団
体
と
必
要
に
応

じ
て
連
携
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
、
検
討
会
と
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
（
全
社
協
）・「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
」（
支
援
Ｐ
Ｔ
）・
中
央
共
同
募
金
会
と
熊
本
県
社
協
と
の
間
に
は
、
部
外
者
が
立
ち
入
る
こ
と
の
困
難
な
結
束
型

相
互
協
力
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
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３　

熊
本
地
震
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
今
後
の
課
題

　

熊
本
県
の
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
着
手
及
び
工
事
完
了
に
つ
い
て
」（
二
〇
一
六
年
八
月
一

二
日
現
在
）
に
よ
れ
ば
、
熊
本
県
内
の
仮
設
住
宅
は
、「
整
備
戸
数
等
」
で
九
九
団
地
、
四
〇
四
九
戸
、
そ
の
う
ち
「
工
事
完
了
戸

数
」
は
、
六
九
団
地
、
三
一
一
一
戸
と
な
っ
て
お
り
、
建
設
の
進
捗
状
況
は
、
同
年
四
月
二
九
日
の
甲
佐
町
と
西
原
村
で
の
着
工
以

来
約
三
ヶ
月
間
で
約
四
分
の
三
す
な
わ
ち
約
七
五
％
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
臨
時
災
害
放
送
局
の
方
法
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
聞
く

こ
と
の
で
き
る
益
城
町
と
御
船
町
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
六
団
地
・
一
四
九
二
戸
（
同
年
八
月
一
二
日
現
在
で
工
事
完
了
一
〇
団
地
・

一
一
九
六
戸
）、
一
八
団
地
・
三
四
〇
戸
（
同
年
八
月
一
二
日
現
在
で
工
事
完
了
一
一
団
地
・
二
一
〇
戸
）
の
建
設
が
予
定
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

　

そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
町
の
仮
設
住
宅
の
う
ち
で
臨
時
災
害
放
送
局
か
ら
の
電
波
が
届
か
ず
放
送
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
し
か
聞

く
こ
と
が
で
き
な
い
団
地
の
集
会
所
に
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置
す
れ
ば
、
仮
設
住
宅
の
全
住
民
に
放
送
が
届

く
よ
う
に
な
る
。

　

そ
れ
が
実
現
さ
れ
る
に
は
、
益
城
町
と
御
船
町
の
担
当
者
が
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
等
の
携
帯
電
話
事
業
者
に
依
頼

し
て
無
償
あ
る
い
は
有
償
で
Wi-

Fi
ル
ー
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
設
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
は
、
熊
本
県
庁
の
災
害
対
策
本
部
の
支
援
を
継
続
し
な
が
ら
、
四
月
一
九
日
に
益
城
町
の
災

害
対
策
本
部
、
同
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
具
体
的
な
支
援
に
向
け
た
状
況
調
査
と
意
見
交
換
を
行
っ
た（（（
（

。

　

そ
し
て
、
筆
者
が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
間
か
ら
伝
え
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
研
究
チ
ー
ム
が
、
益
城

町
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
「
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
キ
ッ
ト（（（
（

」
を
提
供
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
の
地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
に
被
災
者

等
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
を
入
力
し
て
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
集
計
・
地
図
表
示
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
た
。
ま
た
、
同
研
究

チ
ー
ム
は
、
西
原
村
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
同
様
な
こ
と
が
行
え
る
よ
う
に
支
援
を
試
み
た
が
、
個
人
情
報
が
記
載

さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
依
頼
票
の
適
切
な
取
り
扱
い
方
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
で
き
ず
、「
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
キ
ッ
ト
」
の
使
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用
が
困
難
と
な
っ
た
。

　

他
方
で
、
筆
者
は
、
東
日
本
大
震
災
で
気
仙
沼
市
本
吉
地
区
の
仮
設
住
宅
入
居
者
支
援
の
た
め
に
使
用
を
試
み
た
「
応
急
仮
設
住

宅
支
援
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム（（（
（

」
の
利
用
を
西
原
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
情
報
支
援
を
し
て
い
た
熊
本
学
園

大
学
専
任
講
師
の
Ｆ
Ｊ
氏
に
提
案
し
た
が
、
筆
者
が
所
属
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
開
発
・
構
築
し
た
基
盤
地
図
情
報
活
用
研
究
会
で
資

金
や
人
員
が
確
保
で
き
ず
、
利
用
支
援
を
行
え
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
災
害
が
発
生
し
て
か
ら
被
災
地
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
使
用
の
提
案
と
支
援

を
行
お
う
と
し
て
も
、
運
営
管
理
者
に
そ
の
必
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
り
、
ま
た
、
支
援
要
請
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
や
資
金
・
人
員
の
確
保
及
び
管
理
体
制
の
確
立
の
た
め
の
合
意
形
成
に
多
く
の
時
間
を
費
や
す

こ
と
に
な
り
、
後
手
後
手
の
時
宜
を
失
し
た
対
応
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

　

そ
こ
で
、
熊
本
地
震
で
の
各
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
い
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
対
象

に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、「
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
キ
ッ
ト
」
や
「
仮
設
住
宅
支
援
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
」
の
必
要
性
の

有
無
や
効
果
的
な
運
用
方
法
・
体
制
づ
く
り
な
ど
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
平
常
時
の
地
域
福
祉
活
動
（
地
域
内
の
要
支
援

者
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
集
約
・
共
有
、
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
等
）
に
活
用
で
き
、
か
つ
災
害
の
発
生
直

後
・
初
動
対
応
（
救
援
）
期
・
復
旧
期
・
復
興
期
と
い
う
時
間
的
段
階
推
移
に
対
応
し
た
運
用
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
構
築

と
地
域
福
祉
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
実
装
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
運
用
す
る
人
材
の
育
成
が
不
可
欠

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
筆
者
が
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
三
宅
島
の
火
山
災
害
復
興
支
援
か
ら
始
ま
っ
た
「
灰
干
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（（（
（

」
を

熊
本
地
震
の
被
災
地
復
興
に
取
り
組
む
人
々
や
団
体
と
一
緒
に
展
開
し
、
現
地
の
食
材
（
赤
牛
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
イ
タ
ケ
等
）

を
活
用
し
た
「
ご
当
地
ブ
ラ
ン
ド
灰
干
し
」
商
品
化
・
事
業
化
に
よ
る
雇
用
創
出
と
地
域
経
済
活
性
化
で
あ
る
。
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（
1
）　

内
閣
府　

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
第
31
報
：http://

w
w
w
.bousai.go.jp/updates/h280414jishin/pdf/h280414jishin_31.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
2
）　

内
閣
府　

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
第
1
報
：http://

w
w
w
.bousai.go.jp/updates/h280414jishin/pdf/h280414jishin_01.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
3
）　

内
閣
府　

防
災
情
報
の
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
熊
本
地
方
を
震
源
と
す
る
地
震
に
係
る
被
害
状
況
等
に
つ
い
て
」（
第
6
報
：http://

w
w
w
.bousai.go.jp/updates/h280414jishin/pdf/h280414jishin_06.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
4
）　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
「
熊
本
地
震
に
関
す
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
か
ら
の
お
知
ら
せ
」「［
第
16
報
］
阿
蘇
付
近
の
地
震
に
伴
う
通
信
サ
ー
ビ
ス

影
響
及
び
各
種
支
援
に
つ
い
て
」（http://w

w
w
.ntt-w

est.co.jp/new
s/1604/160417c.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
5
）　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
報
道
発
表
資
料
」「
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
〈
二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日
〉」（https://

w
w
w
.nttdocom

o.co.jp/info/new
s_release/2016/04/28_00.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
6
）　

Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
「（
四
月
一
九
日
一
〇
時
〇
〇
分
現
在
） 

熊
本
県
熊
本
地
方
を
中
心
と
し
た
地
震
の
影
響
に
つ
い
て
」（http://new

s.
kddi.com

/im
portant/new

s/im
portant_20160419425.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
7
）　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
報
道
発
表
資
料
」「
平
成
28
年
熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て
〈
二
〇
一
六
年
四
月
二
八
日
〉」「
参
考
」

（https://w
w
w
.nttdocom

o.co.jp/info/new
s_release/2016/04/28_00.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
閲
覧
）。

（
8
）　
「
熊
本
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
特
設
サ
イ
ト
」「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
人
数
推
移
」（http://kum

am
oto.vc/72

、
二
〇

一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
9
）　

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
「
全
社
協　

被
災
地
支
援
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」
の
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
の
推
移
（
仮
集
計
）」（http://w

w
w
.saigaivc.com

/

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
者
数
の
推
移/

、
二
〇
一
六
年

七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
10
）　

兵
庫
県　

ま
ち
づ
く
り
・
防
災>

震
災
復
興>

被
害
状
況
・
復
興
の
歩
み> ［
32
］ 

阪
神
・
淡
路
大
震
災
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

者
数
推
計
（
Ｈ
７
・
１
～
Ｈ
12
・
３
）
の
基
礎
情
報
（http://w

eb.pref.hyogo.jp/w
d33/docum

ents/000036198.pdf

、
二
〇
一
六

年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
11
）　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
「
災
害
・
生
活
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
」（http://w

w
w
.fukushi-kum

am
oto.or.jp/kinkyu/
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pub/default.asp?c_id=23

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
12
）　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
連
絡
会
「
熊
本
県
内
で00000JA

PA
N

発
動
」（http://w

w
w
.w

lan-business.org/
archives/5126

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
13
）　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
連
絡
会
『
大
規
模
災
害
発
生
時
に
お
け
る
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
無
料
開
放
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン　

い
の
ち
を
つ
な
ぐ 00000JA

PA
N
   

第
３
．０
版
』（
平
成
二
八
年
三
月
一
日
）
二
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.w

lan-business.org/w
p/

w
p-content/uploads/2016/03/W

i-Fi_Free_Guideline_V
3.0_20160301.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
14
）　

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
）「
避
難
所
へ
の
無
料
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
に
つ
い
て
」（
平
成

二
三
年
三
月
二
五
日
）（http://w

w
w
.ntt-east.co.jp/release/detail/20110325_01.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
15
）　

総
務
省
総
合
通
信
基
盤
局
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
五
年
六
月
二
五
日
公
表
）
二
一
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000233881.pdf

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
16
）　

主
要
携
帯
電
話
事
業
者
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
無
料
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
状
況

・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
「
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
（
Wi
︲
Fi
ス
ポ
ッ
ト
）
の
臨
時
設
置
場
所
（
七
九
ヵ
所
）」（
二
〇
一
六
年
七
月
四
日
一

五
：
三
〇
現
在
）（https://w
w
w
.nttdocom

o.co.jp/binary/pdf/info/construction/kyushu/docom
ow

ifi.pdf

、
二
〇
一
六
年

七
月
一
一
日
閲
覧
）。

・
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
（
au
）「
⑴　

公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
お
よ
び
充
電
設
備
の
設
置
場
所
」 （
二
〇
一
六
年
七
月
六
日
一
九
時
〇
〇
分
現
在
）

（http://w
w
w
.kddi.com

/im
portant-new

s/201604_earthquake/#article-99

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
避
難
所
支
援
情
報
」（
二
〇
一
六
年
六
月
三
〇
日
午
後
六
時
時
点
）（http://w

w
w
.

softbank.jp/disaster/201604_earthquake/tem
porarybasestation/

、
二
〇
一
六
年
七
月
一
一
日
閲
覧
）。

（
17
）　

総
務
省　

地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
／
Ｉ
Ｃ
Ｔ
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
派
遣
制
度
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
派
遣
制
度
）（http://w

w
w
.

soum
u.go.jp/m

enu_seisaku/ictseisaku/ictriyou/m
anager.htm

l
、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
18
）　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局　
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
関
連
情
報
」
新
着
情
報
「
二
〇
一
六
年
四
月
一
八
日
臨
時
災
害
放
送
局
の
開

設
に
つ
い
て
（
熊
本
市
）」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/kyushu/info/im
portant_p02-2-0.htm

l

、
二
〇
一
六
年
七
月
二

四
日
閲
覧
）。



378

法学研究 90 巻 1 号（2017：1）

（
19
）　

株
式
会
社
熊
本
シ
テ
ィ
エ
フ
エ
ム 

ト
ピ
ッ
ク
ス
「「
臨
時
災
害
放
送
局
～
く
ま
も
と
さ
い
が
い
エ
フ
エ
ム
～
」
閉
局
の
お
知
ら
せ
」

（http://fm
791.jp/topics/?tag=%

e3%
81%

8a%
e7%

9f%
a5%

e3%
82%

89%
e3%

81%
9b

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
20
）　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
関
連
情
報
」
新
着
情
報
「
二
〇
一
六
年
四
月
二
三
日
臨
時
災
害
放
送
局
の
開
設

に
つ
い
て
（
甲
佐
町
）」・「
二
〇
一
六
年
四
月
二
五
日
臨
時
災
害
放
送
局
の
開
設
に
つ
い
て
（
御
船
町
）」・「
二
〇
一
六
年
四
月
二
七
日
臨

時
災
害
放
送
局
の
開
設
に
つ
い
て
（
益
城
町
）」（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/soutsu/kyushu/info/im
portant_p02-2-0.htm

l

、

二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
21
）　

御
船
町　

災
害
情
報
［
お
知
ら
せ
］「
み
ふ
ね
さ
い
が
い
Ｆ
Ｍ
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
聴
け
ま
す
！
」

（http://portal.kum
am

oto-net.ne.jp/tow
n_m

ifune/life/pub/detail.asp?c_id=110&
id=1995&

pg=1&
m
st=10&

w
d=&

typ
e=list

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
22
）　

益
城
町　

平
成
二
八
年
熊
本
地
震
災
害
情
報
「
益
城
災
害
Ｆ
Ｍ
の
放
送
時
間
が
変
わ
り
ま
す
」

（http://w
w
w
.tow

n.m
ashiki.lg.jp/kihon/pub/detail.aspx?c_id=137&

id=536&
pg=1

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
23
）　

株
式
会
社
ス
マ
ー
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（https://sm

art-engineering.jp/

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）・「
Ｆ
Ｍ
＋
＋
」

（https://fm
plapla.com

/

、
二
〇
一
六
年
七
月
二
四
日
閲
覧
）。

（
24
）　

干
川
剛
史
『
デ
ジ
タ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
展
開
』（
晃
洋
書
房
・
二
〇
一
四
年
）
二
九
︲
三
一
頁
。

（
25
）　

熊
本
県
「
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
着
手
及
び
工
事
完
了
に
つ
い
て
」

（http://w
w
w
.tow

n.m
ashiki.lg.jp/kihon/pub/detail.aspx?c_id=137&

id=536&
pg=1

、
二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日
閲
覧
）。

（
26
）　

国
立
研
究
開
発
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所
「
平
成
二
八
年
熊
本
地
震
に
お
け
る
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
対
応
に
つ
い
て
」

（http://w
w
w
.bosai.go.jp/saigai/2016/pdf/chronology_2016kum

am
oto.pdf

、
二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日
閲
覧
）。

（
27
）　

水
井
良
暢
（
国
立
研
究
開
発
法
人　

防
災
科
学
技
術
研
究
所　

研
究
員
）「
地
域
に
お
け
る
情
報
連
携
と
災
害
Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
」

（http://w
w
w
.pref.kanagaw

a.jp/uploaded/attachm
ent/818439.pdf

、
二
〇
一
六
年
八
月
一
三
日
閲
覧
）。

（
28
）　

干
川
・
前
掲
注（
24
）一
二
八
︲
一
三
三
頁
。

（
29
）　

干
川
・
前
掲
注（
24
）八
七
︲
九
六
頁
・
一
三
三
︲
一
四
五
頁
。


